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設
備
資
金
は
リ
ス
ク
が
高
く 

発
生
要
因
の
把
握
が
重
要

　

で
は
、
企
業
活
動
か
ら
発
生
す
る
資

金
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

１
．
設
備
資
金

　

設
備
資
金
は
、
図
表
１
の
生
産
・
販

売
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
金

（
施
設
・
設
備
）
に
関
連
す
る
資
金
ニ

ー
ズ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
工
場
を
拡
張

す
る
ケ
ー
ス
。
工
場
拡
張
の
要
因
に
は

以
下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
増
産
に
よ
る
も
の

　

売
上
が
好
調
で
、
今
後
さ
ら
に
増
加

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
従
来
よ
り
も
生

産
能
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
行
う

ケ
ー
ス

②
外
注
を
内
製
化
す
る
た
め
の
も
の

　

従
来
、
外
注
に
依
存
し
て
い
た
部
分

品
を
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
理
由
か
ら

内
製
（
自
社
生
産
）
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
行
う
ケ
ー
ス

③
戦
略
的
な
も
の

　

新
製
品
の
開
発
、
新
規
分
野
へ
の
進

出
な
ど
、
従
来
の
設
備
で
は
対
応
で
き

な
い
場
合
に
行
う
ケ
ー
ス

　

設
備
資
金
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、

消
極
的
す
ぎ
る
と
他
行
庫
と
の
競
争
に

遅
れ
を
と
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、
積

極
的
す
ぎ
る
と
過
剰
設
備
な
ど
の
リ
ス

ク
を
背
負
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
渉
外
担
当
者
と
し
て
は
、
工
場
拡

張
の
要
因
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

自
己
資
金
に
余
裕
が
な
い
と 

経
常
運
転
資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生

２
．
運
転
資
金

①
経
常
運
転
資
金

　

企
業
が
普
通
に
商
売
を
続
け
て
い
く

中
で
「
経
常
的
」
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
資
金
を
、「
経
常
運
転
資
金
」
と
い

う
。
図
表
２
は
、
あ
る
企
業
の
１
カ
月

間
の
支
払
い
と
回
収
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
簡
単
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

図
で
見
る
と
、
こ
の
企
業
は
毎
月
20
日

に
原
材
料
な
ど
の
仕
入
代
金
を
支
払
っ

て
い
る
。
一
方
、
実
際
の
販
売
代
金
を

回
収
で
き
る
の
は
月
末
で
あ
る
か
ら
、

回
収
ま
で
の
間
、
こ
の
企
業
は
資
金
を

立
て
替
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

立
替
え
行
為
は
、
企
業
が
こ
の
仕
入
先

と
販
売
先
を
相
手
に
商
売
を
行
う
限
り

継
続
的
に
発
生
す
る
。
こ
れ
に
必
要
な

資
金
を
経
常
運
転
資
金
と
い
い
、
企
業

に
こ
れ
を
賄
う
余
裕
が
な
い
場
合
に
は

資
金
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
。

②
増
加
運
転
資
金

　

企
業
活
動
が
順
調
に
推
移
し
、
売
上

が
右
肩
上
が
り
で
増
加
す
る
場
合
に
は

「
増
加
運
転
資
金
」
が
発
生
す
る
。
増

加
運
転
資
金
が
発
生
す
る
要
因
は
、
㋐

売
上
高
の
増
加
、
㋑
売
上
債
権
（
受
取

手
形
・
売
掛
金
）
の
増
加
、
㋒
棚
卸
資

産
の
増
加
、
㋓
買
入
債
務
（
支
払
手

形
・
買
掛
金
）
の
減
少
の
四
つ
で
あ

る
。
売
上
増
加
に
伴
う
仕
入
れ
・
販
売

の
増
加
だ
け
で
な
く
、
回
収
・
支
払
い

条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
も
発
生
す
る
点

に
注
意
し
よ
う
。

　

取
引
先
か
ら
増
加
運
転
資
金
の
申
込

み
を
受
け
た
場
合
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

時
点
で
、
四
つ
の
要
因
の
ど
れ
に
該
当

す
る
の
か
、
所
要
額
は
そ
の
条
件
変
化

に
対
し
て
適
正
か
、
と
い
っ
た
観
点
か

ら
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
申
込
み
が
な
い

場
合
に
お
い
て
も
、
取
引
先
と
の
日
常

会
話
の
中
か
ら
増
加
運
転
資
金
の
兆
し

を
つ
か
む
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
他
行

庫
に
先
が
け
た
融
資
提
案
を
行
う
う
え

で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

企
業
活
動
は
、
企
業
の

活
動
指
針
と
な
る
基
本
的

な
考
え
方
（
企
業
の
経
営

に
対
す
る
信
念
や
存
在
意
義
、
取
組
方

針
、
価
値
観
な
ど
）
を
示
す
「
企
業
理

念
（
経
営
理
念
）」
に
沿
っ
た
活
動
で

あ
る
。
企
業
活
動
の
目
的
は
、
利
益
を

上
げ
、
健
全
な
経
営
の
下
で
半
永
久
的

に
企
業
を
存
続
す
る
こ
と
だ
。

　

基
本
的
な
企
業
活
動
の
流
れ
は
図
表

１
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
大
き
く
以

下
の
４
項
目
（
ス
テ
ッ
プ
）
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
金
の
流
れ
が
つ
い

て
回
る
。

①
生
産
・
販
売
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
資
金
（
施
設
・
設
備
・
原
材
料
・

労
働
力
）
を
準
備
す
る

②
準
備
し
た
資
金
を
使
っ
て
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
生
産
す
る

③
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
・
提
供
な

ど
に
よ
り
得
た
収
益
か
ら
、
労
働
者
に

対
す
る
賃
金
や
原
価
な
ど
の
費
用
を
支

払
い
、
利
益
（
ま
た
は
損
失
）
を
得
る

④
利
益
が
出
た
場
合
は
、
投
資
者
に
配

当
金
を
分
配
す
る
な
ど
し
、
残
り
の
利

益
は
企
業
が
存
続
す
る
た
め
に
活
用
す

る
（
次
年
度
の
企
業
活
動
の
資
金
な
ど

に
す
る
） Ａ

Q
１

◦仕入代金の支払いから販売代
金の回収までの間の立替え資
金が企業の「経常運転資金」

POINT

◦増加運転資金の発生要因に
は、売上高の増加、売上債権
の増加、棚卸資産の増加、買
入債務の減少の四つがある

図表２　経常運転資金の発生メカニズム

図表１　企業活動の基本的な流れ

企業の資金ニーズに関する
基本知識を押さえよう

Q & A
施設

設備 生産 販売

原材料

労働力

利益

費用

資金（資産）

自己資本 他人資本
（負債）

商品・
サービス

収益

今月末
＋ 今月20日

－

0

立替え資金

　仕入代金の支払い 販売代金の回収当
座
預
金
残
高

企業のお金の流れと
資金ニーズの発生は
どういう関係にあるの？

アプローチ編

　企業活動に伴う資金ニーズの発生メカニズム
や融資との関係等をＱ＆Ａ形式で解説する。杉本光生 中小企業診断士


